
中空知支所：地域第二係

にんにくの安定生産
対象：ＪＡたきかわにんにく生産農家 15戸（12戸、1グループ３戸）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

R5年産よりにんにく栽培が本格始動！

低ｐＨ さび病

深植え 芽だし

出芽や病害などトラブルが続出

栽培技術等の情報提供と生育・病害虫の発生状況を農業者と共有

R６年産(R５.９～R６.7) R７年産（R6.8～）

【課題】

課題番号２４

・新規作付者が多く、基本技術の理解が不足。
・適期作業・適期防除が徹底されず、生育不
良を招いている。

販売球の
安定生産

【現状】

基本技術の励行で優良種球の生産

【問題】
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・にんにくの経済評価
・栽培管理等の情報提供
・病害虫防除対策の情報
提供
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【具体的推進事項】基本技術の励行 【目標】 技術項目達成戸数 導入戸数 ０戸→１０戸
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【病害虫対策の徹底に向けた支援】

【にんにくの経済性指標の提示】

① 主要病害虫のマニュアルの作成と発生状況調査
個別巡回：延べ８回

【基本栽培技術の知識向上に向けた支援】

① 栽培暦の作成

② 定期的な生育調査の実施

個別巡回：延べ６回

JAと連携し、月１回
生育状況を把握し農
業者と改善点などを

共有！

さび病

病害虫の発生状況を確
認し、タイムリーに情

報発信を実施！

面積(ａ) 収入(円) 支出(円) 差引

１年目 0.4 0 161,274 ー

２年目 2.0 0 24,561 ー

３年目 10.0 460,000 102,113 172,052

※収 入 生産量：1，000㎏ 単価：＠460円で算出
※種苗費 <1年目＞必要量：134球、販売単価：＠1,122円で算出
※支 出 <2年目＞種苗費を除く ＜３年目＞種苗費と乾燥費除く
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達観

３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

１ 植付時期の違いによる生育状況の確認

２ 追肥時期や緩効性肥料など球肥大への効果を確認

３ 効果的な病害虫防除体系（さび病、春腐病ほか）の検証

低ｐＨ

深植え

１３戸中５戸(38％)土壌診断結果に基づく土壌改良ｐＨ６.０以上

初発確認後の早期防除で発生を軽減さび病

＜Ｒ５年産＞

低ｐＨほ場
土壌改良の意識
が向上

＜R5年産＞防除適期を逃し

『さび病』が蔓延

初発確認後の早期防除の
徹底で発生を軽減

１３戸中１３戸(100％)

マルチ下の潜り込
みを抑えるため

芽だし

『植付向き』を揃える

１３戸中１３戸(100％)

萌芽後の芽だし作業

植付深を７～８㎝（種子の頂部から５㎝）の理解度

適正な深さを保つためのアイデアを共有

１３戸中１３戸(100％)

R6年産収穫時の土壌分析結果より

R5年産

R6年産

R7年産

13戸中10戸で
石灰質資材を施用する

芽だし作業を軽減す
るための対策を実践

種球を押し込むタイプ 種球を烏口に挿入するタイプ

自作

植付深

適正植付深に対する意識が高まった

適正植付深度


